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１．研究計画の概要 
時間的および空間的な因果関係や相互関
係を持ちながら発生する時空間データに対
してその内的構造、変動メカニズムを的確に
表現する統計科学モデルを構築し、その理論
的性質を導出する。さらにこれらのモデルを
地球環境データ、生物・遺伝データ、都市地
域データ、ミクロ経済データ、国際経済デー
タなど分野横断的なデータの解析に応用し、
環境保全、生物多様性の維持、経済発展など
我々が直面する国内外の問題の解決に貢献
することを目標としている。 
２．研究の進捗状況 
 大別して 5つのグループに分かれ研究を進
めるとともに、年一回合同の研究集会を開催
している。各グループの進捗状況は以下の通
りである。 
(1) 確率場の推測理論と応用グループでは不
規則間隔な時点地点で観測されるデータ
の解析モデルを提案し、そのモデルを規
定するパラメータ推定法を構築した。 

(2) 生物・環境データの推測理論と応用グル
ープでは、時空間的な相互作用を考慮し
た地震発生モデルの構築とその実際デー
タへの応用、遺伝子データに対する時空
間モデルの構築とその推定法を提案した。 

(3) グローバルデータの推測理論と応用グル
ープではリモートセンシングなどから得
られるデータに対して、時空間的特性を
考慮した土地利用・植生の判別分析手法
の開発、風向などの角度データを表現す
る確率モデルの開発を行った。 

(4) ミクロデータの推測理論と応用グループ
では、標本数の少ない小地域データに対
する、ベイズ法を用いた精度の高い推定

法の開発およびモデル選規準の提案を行
った。 

(5) 都市地域データの推測理論と応用グルー
プでは、教育・医療などのサービスの時
給関係を空間的な相互作用を考慮して実
証分析した。また都市の規模とその頻度
を解明する新たな統計的回帰モデルの提
案および回帰係数に対する新たな推定
法・検定法を提案した。 

３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している。着実に成果
を論文にまとめ、それらの多くは国際的にも
評価の高い専門雑誌に掲載されている。また
国際的な研究集会でも評価されている。 
４．今後の研究の推進方策 
今まで通り5グループに分かれ、それぞれが
時空間的な因果関係、相互関係を表現するモ
デルをさらに精緻化して、モデルの理論的性
質の導出および応用可能性の拡大に務めて
いく。来年度は最終年度に当たるため、海外
からこの分野の碩学を招聘して国際会議を
開催する予定である。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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